
４-４ マレーシア（半島部） 
４-４-１ 概要 
半島マレーシアの面積は 1,322 万 ha で、日本の国土面積のほぼ 1/3 である。2020 年の森林被覆
面積は 569 万 ha1で、森林被覆率は 43%であった。森林は半島中央部に広く分布し、中央部の
Kelantan 州、Pahang 州、Perak 州及び Terengganu 州は半島全体の森林面積の 79%を占めている
（表 4-4.1）。森林面積は 2016 年から 2020 年の間に約 7%（37 万 ha）増加した。 
 
 
表 4-4. 1 各州の森林被覆面積（ha） 

州 2016 2017 2018 2019 2020 
Johor 449,212Z 447,753 447,753 442,884 442,884 
Kedah 342,431 342,431 342,431 344,945 344,945 
Kelantan 812,196 810,415 810,415 767,203 767,203 
Melaka 5,385 5,366 5,448 5,448 5,448 
Negeri Sembilan 158,089 158,089 157,964 157,907 157,907 
Pahang 2,056,678 2,056,696 2,056,695 2,052,682 2,015,936 
Perak 1,021,780 1,020,178 1,013,479 1,092,035 1,010,570 
Perlis 11,532 11,532 11,538 11,545 11,546 
Pulau Pinang  7,761 7,761 7,752 7,752 7,752 
Selangor 250,860 250,860 251,489 251,689 251,721 
Terengganu 655,390 652,918 651,248 676,823 676,823 
Kuala Lumpur（連邦直轄領） 2,049 2,049 2,049 2,049 2,049 
合計 5,324,151 5,766,048 5,758,261 5,812,962 5,694,784 
出典：半島マレーシア林業省年次報告 
 
 
2020 年現在、半島マレーシアでは 570 万 ha が「森林」として管理されている。これには 481 万
ha の永久林（Permanent Reserved Forest: PRF）、9 万 ha の永久林予定地（Proposed Reserved 
Forest）が含まれる。永久林（PRF）はさらに 4 つのカテゴリー、内陸林（Inland Forests, 434 万
ha）、泥炭湿地林（Peat Swamp Forests, 25 万 ha）、マングローブ林（Mangrove Forests, 9 万 ha）、
プランテーション林（Plantation Forests, 12 万 ha）に分類されている 2。機能面では、永久林（PRF）
のうち、297 万 ha が伐採許可証の発給が可能な生産林（Production Forest）に、184 万 ha が保
護林（Protection Forest）に指定されている。保護林の内訳は水源林（Water Catchment Forest, 
105 万 ha）、土壌保護林（Soil Protection Forest, 54 万 ha）、森林国立公園（Forest State Park, 33
万 ha）などである。 
 
また 28 万 ha は開発が可能な州有林（Sate Land Forest）になっており、51 万 ha は野生生物保護
林公園（Wildlife Forest Parks）として保護されている。 
 
 

1 https://www.forestry.gov.my/my/pusat-sumber/2016-06-07-03-12-29 
2 1984 年国家林業法（National Forestry Act 1984）に基づく 
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天然林の皆伐 
半島マレーシアにおいては、林業以外の経済活動を目的とした天然林の皆伐が続いている。大部
分は州有地（State Land）内の森林が対象となっているが、永久林（PRF）の一部が解除されて州
有地となり、開発される場合もある。最近の例は以下の通りである。 
 Bukit Ibam 永久林内の 8,499 ha が、オイルパーム農園開発のために解除された。 
 Kuala Langat North 永久林内の 931 ha の森林が、複合開発プロジェクトのために解除され

た。 
 クランタン州の Balah 永久林の 108 ha は解除されて「スルタン所有地」となり、その後、オ

イルパーム農園造成のために伐採された。 
 
また以下のように、永久林の解除が行われていないにも関わらず開発されたケースも存在する。 
 ジョホール州の Sungai Pulai 永久林内に、800 ha のゴルフリゾートが建設された。 
 セランゴール州の Bukit Cherakah 永久林の中に住宅地が造成された。 
 ジョホール州の Ulu Sedili 永久林内の 35,223 ha が人工林造成のために伐採された。 
 
 
４-４-２ 森林の伐採段階および木材の流通段階における法令 
４-４-２-１ 関連政府機関 
森林へのアクセス、伐採、輸送、加工、木材製品の取引に関する法的権限を持つ主要な機関はマ
レーシア木材産業局（Malaysian Timber Industry Board: MTIB）と半島マレーシア林業局（Forestry 
Department Peninsular Malaysia: FDPM ） で あ り 、 半 島 部 各 州 の 林 業 局 （ State Forestry 
Departments: SFD）は FDPM の一部となっている。 
 
また以下の機関がマレーシア木材合法性保証システム（Malaysian Timber Legality Assurance 
System: MyTLAS）の実施・ライセンス発行機関となっている。 
 マレーシア木材産業局（MTIB） 
 州林業局（SFD） 
 環境局（Department of Environment: DoE） 
 労働安全衛生局（Department of Occupational Safety and Health: DOSH) 
 労働局（Department of Labor: DoL) 
 社会保障機構（Social Security Oraganization: SOCSO) 
 マレーシア王立税関（Royal Malaysian Custom: RMC) 
 農業局（Department of Agriculture: DoA) 
 
MyTALS 実施機関調整委員会 MyTLAS Implementing Agency Coordination Committee（IACC） 
マレーシア木材合法性保証システム（MyTLAS）の執行のため、関連する全ての実施機関で構成
する MyTALS 実施機関調整委員会（IACC）が 2013 年に設立された。IACC は定期的な会合を持
ち、実施機関の活動の調整、監視、報告の検討、違反行為に対する是正措置やその他必要な措置
の提案を行っている。 
 
TLAS アドバイザリーグループ TLAS Advisory Group（TAG） 
また MyTLAS の透明性やガバナンスの向上のため、TLAS アドバイザリーグループ（TAG）が
2013 年に設立された。市民社会、事業者、専門家、MyTLAS への主要な政府機関の代表がメンバ
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ーとなっている。TAG は 6 カ月ごと、必要に応じてはそれ以上の頻度で会合を行い、IACC から
の報告に対する議論を実施している。その報告は MyTLAS の全体的な実施状況（違反行為、是正
措置の必要などを含む）、ステークホルダーからの懸念やフィードバックへの対応、第三者監査人
による年次報告書、実施機関の執行活動などを含む。 
 
 
４-４-２-２ 法的枠組 
４-４-２-２-１ 政策 
2021 年半島マレーシア林業政策 Peninsular Malaysia Forestry Policy 2021 
2021 年に公開されたマレーシア林業政策（Dasar Perhutan Malaysia）3のうち、15～66 ページが
半島マレーシアの林業政策となっている。この政策には、10 の目的、9 の方針、27 の戦略が含ま
れている。政策の根拠としては、国家の持続可能な開発の一部として、持続可能な森林管理の必
要性が言及されている。政策には、国土の 50％を森林（forest）と樹木の被覆（tree cover）とし
て維持するという国家目標に沿って、半島マレーシアにおいても森林と樹木の被覆を維持・増加
させる戦略が含まれている。ただし森林と樹木の被覆をどの程度の割合とするか、半島マレーシ
アの国土のうち森林や樹木の被覆として維持すべき割合はどれぐらいかなどの詳細は明記されて
いない。 
 
2021 年国家空間計画 National Physical Plan 2021 
2021 年の国家空間計画審議会で承認された国家空間計画（National Physical Plan）4では、半島マ
レーシアの森林被覆率を現在の 43%から 2040 年に 50％まで回復させるという目標が掲げられて
いる。 
 
 
４-４-２-２-２ 法令等 
2017 年以降、半島マレーシア林業局長官が発行する以下のような通達（circular）によって木材の
合法性に関連する行政手続きの変更が行われた 5。しかし合法性の確認に影響するような制度変
更はなかった。 
 
 半島マレーシアの州のための泥炭湿地林管理計画準備のためのガイドライン KPPSM 

Circular No. 1 Year 2018 - Guidelines for Preparation of Peat Swamp Forest Management 
Plans for States in Peninsular Malaysia 

 半島マレーシア林業局における森林監視員サービススキームのための特別試験シラバス 
KPPSM Circular No. 2 Year 2018 - Special Examination Syllabus for Operations Assistants and 
Civil Assistants to Enter Forest Invigilator Service Scheme Grade G19 in Forestry Department 
of Peninsular Malaysia 

 半島マレーシア林業局の地理空間データ情報共有と普及に関する方針 KPPSM Circular No 
3 of 2018 - Geospatial Data Information Sharing and Dissemination Policy of Forestry 
Department of Peninsular Malaysia 

3 https://www.mybis.gov.my/pd/403 

4 PLANMalaysia (2021) National Physical Plan 4, October 2021 <myplan.planmalaysia.gov.my> 

5https://www.forestry.gov.my/my/pusat-sumber/pekeliling http://trgforestry.terengganu.gov.my/index.php?option=com_content&view=article&id=65&Itemid=297&lang=my 
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 半島マレーシアの州林業局による押収品処分のガイドライン KPPSM Circular No 1 of 2019 
- Guidelines for Forfeiture and Disposal of Seized Goods [Transport Equipment (Land)] by 
State Forestry Departments in Peninsular Malaysia.  

 DNA による木材同定分析のための森林犯罪現場での木材サンプル採取の手順について 
KPPSM Circular No.1 of 2020 - Procedure for Collection of Wood Samples at Forest Offense 
Scenes for Analysis of Wood Identification by the Deoxyribonucleic Acid (DNA) Method 

 調査手順 KPPSM Circular No.2 of 2020 - Investigation Procedures 
 訴訟ハンドリング手順 KPPSM Circular No.3 of 2020 - Case-handling Procedures。 
 木材の積み込みと輸送に関するガイドライン KPPSM Circular No.4 of 2020 - Guidelines for 

Loading and Transporting Timber 
 半島マレーシア林業局が主催する研修運営計画の実施に関するガイドライン KPPSM 

Circular No.5 of 2020 - Guidelines for the Implementation of the Training Operational Plan 
Organized by the Forestry Department of Peninsular Malaysia6 

 半島マレーシア林業局における試験実施に関するガイドライン KPPSM Circular No.6 of 
2020 - Guidelines for Implement Examinations in Forestry Department of Peninsular Malaysia7。 

 半島マレーシア林業局のフォレストレンジャー林業証明書（SPRH）およびフォレストレンジ
ャー林業証明書（SPPH）コースの管理ガイドライン KPPSM Circular No.7 of 2020 - 
Management Guidelines for the Forest Ranger Forestry Certificate (SPRH) and Forest Ranger 
Forestry Certificate (SPPH) Course of the Forestry Department of Peninsular Malaysia8 

 年間許容伐採量（CTT）の決定とモニタリング作業プロセス KPPSM Circular No.8 of 2020 
- Determination of Annual Allowable Cut (CTT) and Monitoring Work Process9 

 永久保留林および国有地からのマイナー森林生産物の申請手続き KPPSM Circular No.9 of 
2020 - Procedures for Applying for Minor Forest Produce from Permanent Reserved Forest 
and Government Land 

 譲渡地（Alienated Land）からの主要な森林生産物の譲渡申請手続き KPPSM Circular No.10 
of 2020 – Procedures for Applying for the Transfer of Major Forest Produce from Alienated 
Land 

 永久保留林と国有地からの主要な森林生産物の申請手続き KPPSM Circular No. 11 of 2020 
- Procedures for Applying for Major Forest Produce from Permanent Reserved Forest and State 
Land 

 林業局による境界標示の手続き KPPSM Circular No. 12 of 2020 - Boundary Marking 
Procedures by the Forestry Department 

 契約作業又はライセンス所有の調査者が境界をマーキングするための手順  KPPSM 
Circular No. 13 of 2020 - Procedures for Marking the Boundaries of Contract Work or Licensed 
Surveyors 

 林業局による樹木のマーキングの手順 KPPSM Circular No. 14 of 2020 - Procedures for Tree 
Marking by the Forestry Department 

6 http://trgforestry.terengganu.gov.my/images/pekeliling/pekeliling_2020_23.pdf 

7http://trgforestry.terengganu.gov.my/images/pekeliling/pekeliling_2020_22.pdf 

8http://trgforestry.terengganu.gov.my/images/pekeliling/pekeliling_2020_21.pdf 

9http://trgforestry.terengganu.gov.my/images/pekeliling/pekeliling_2020_20.pdf 
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 ライセンシーによる契約による樹木のマーキングの手順 KPPSM Circular No. 15 of 2020 - 
Procedures for Tree Marking by Licensee by Contract 

 契約による樹木マーキングに関する手続き（見積書） KPPSM Circular No. 16 of 2020 - 
Procedures for Tree Marking by Contract (Quotation) 

 林業局による伐採前インベントリーおよび伐採制限の決定に関する手順 KPPSM Circular 
No. 17 of 2020 - Procedures for Pre-Felling Inventory by the Forestry Department and 
Determination of Felling Limits 

 契約によるライセンシーによる伐採前のインベントリー作成と伐採制限の決定手順 
KPPSM Circular No. 18 of 2020 - Procedures for Pre-Felling Inventoryby Licensees by 
Contract and Determination of Felling Limits 

 契約（見積もり）による伐採前インベントリーの手順と伐採制限の決定 KPPSM Circular No. 
19 of 2020 - Procedures for Pre-Felling Inventory by Contract (Quotation) and Determination 
of Felling Limits 

 永久保留林、国有地、譲渡地からの収入監視の手順 KPPSM Circular No. 20 of 2020 - 
Procedures for Monitoring Revenue from Permanent Reserved Forest, State Land and 
Alienated Land10 

 PRF、国有地、譲渡地に関する閉鎖報告手続き KPPSM Circular No. 21 of 2020 - Closing 
Report Procedures on PRF, State Land and Alienated Land 

 森林検査所における税額査定のための手続き KPPSM Circular No. 22 of 2020 - Procedures 
for Tax Assessment at Forest Inspection Stations 

 林業局による伐採後のインベントリーおよび育林処理の決定に関する手順  KPPSM 
Circular No. 23 of 2020 - Procedures for Post-Felling Inventory by the Forestry Department 
and the Determination of Silviculture Treatment 

 コントラクターによる伐採後のインベントリーに関する手順 KPPSM Circular No. 24 of 
2020 - Procedures for Post-Felling Inventory by Contract 

 林野庁による農作物充実のための手続き KPPSM Circular No. 25 Year 2020 - PKP No. 25 
2020 Procedures for Crop Enrichment by the Forestry Department 

 契約による作物肥育の手順 KPPSM Circular No. 26 of 2020 - PKP No. 26 2020 Procedures 
for Crop Enrichment by Contract 

 部門別作物間伐の手続き KPPSM Circular No. 27 of 2020 - PKP No. 27 2020 Procedures for 
Crop Thinning by Department11 

 半島マレーシア林業局林業研修部（BLP）林業研修所（FORTRAIN）への研修生の受け入れ
に関するガイドライン 対面式教育・学習（PdP）の実施 KPPSM Circular No. 2 of 2021 - 
Guidelines for Admission of Trainees to the Forestry Training Institute (FORTRAIN), 
Forestry Training Division (BLP), Peninsular Malaysia Forestry Department for Face -to -Face 
Teaching and Learning (PdP) 

 半島マレーシア林業局森林検査所（BPH）の管理・運営に関する指針 KPPSM Circular No. 
1 of 2022 - Guidelines for the Management and Operation of Forest Inspection Stations (BPH) 
of the Forestry Department of Peninsular Malaysia 

 

10http://trgforestry.terengganu.gov.my/images/pekeliling/pekeliling_2020_8.pdf 

11 http://trgforestry.terengganu.gov.my/images/pekeliling/pekeliling_2020_1.pdf 
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４-４-２-３法規制の実施 
４-４-２-３-１ 伐採許可 
半島マレーシアにおける商業的な木材生産の許可は 1984 年国家林業法（National Forestry Act 
1984）12で規定されている。永久林（PRF）および州有地（State land）の森林での森林伐採には、
1984 年国家林業法の Form 1 による森林産物採取ライセンス（Licence to take Forest Product）の
取得が要求され、譲渡地（Allinated land）の森林からの木材生産には、伐採許可は必要とせず、
Form 5 による移動ライセンス（Removal Licence）の取得が必要となる。 
 
４-４-２-３-２ マレーシア木材合法性保証システム（MyTLAS） 
マレーシア木材合法性保証システム（Malaysian Timber Legality Assurance System: MyTLAS）は、
EU との森林法施行・ガバナンス・貿易行動計画（Forest Law Enforcement, Governance and Trade: 
FLEGT）における自主的二国間合意（VPA）のための交渉に基づいて 2006 年に構築が始められ
た。VPA 交渉自体は 2010 年に保留となったが、マレーシア政府は独力で合法性保証システムの
構築を継続し、2013 年に MyTLAS としてスタートした。EU 向け輸出事業者は MyTLAS の認証
受けることが義務化されているが、他の事業者は任意である。 
 
MyTLAS では合法性を証明するための適用法が以下の 6 つの原則（Principle）に整理されている。
各原則はそれぞれ１ないし複数の基準（Criterion）を持ち、責任省庁も特定されている。一つの
基準には監査用の検証表（verification tables）が１つ設定され、指標（indicator）がリストされて
いる。各プロセスの詳細は H28 年度報告書 13で報告されている。 
原則 1 伐採権（Right of Harvest） 
原則 2 林内作業（Forest Operation） 
原則 3 徴税（Statutory Charge） 
原則 4 他者の権利（Other User’s Right） 
原則 5 工場の操業（Mill Operations） 
原則 6 貿易と関税（Trade and Customs） 
 
基準（Criterion）／検証表（verification tables）の数は元々28 だったが、現在 24 となっている
（表 4-4.2）。H28 年度報告書と比較すると、現在の体系では、以下のように修正された。これら
は何らかの法令の修正を伴うものではない。 
 2 つの基準に分かれていた木材生産管理（Control of Timber Production）を 1 つに統合 
 コミュニティの利益（Community benefits）、二次加工工場の工場ライセンスの発行および操

業条件（Issulance of mill licence/approval and conditions for operation (secondary processing 
mills)）の基準を追加 

 サラワク州産材の基準を撤廃 
 

12 https://www.forestry.gov.my/images/JPSM/wargaperhutanan/AktaAPN_en.pdf 

13 平成 28 年度林野庁委託事業「クリーンウッド」利用推進事業のうち生産国情報収集事業報告書<https://www.rinya.maff.go.jp/j/riyou/goho/kunibetu/mys/29report-mys.pdf> 
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表 4-4. 2  MyTLASの原則と基準の詳細 

出典：マレーシア木材産業局（MTIB） 
 
 
コミュニティの利益 
コミュニティの利益（Community benefits）は、1984 年国家林業法に基づく以下のプロセスが満
たされているか検証するものである。 
(a) 州林業局は通常、ライセンス／許可証と使用料の支払いにより、永久林内で非木材森林産物

を収集するコミュニティの参入を許可している。 
(b) 州林業局は商業目的の非木材林産物伐採の申請を評価し、該当する場合、州当局の検討のた

め推薦書を提出する。 
(c) 州林業局は申請者に承認を通知し、その写しを地方森林事務所（District Forest Office: DFO）

に送る。 
(d) 州林業局は、関係当局が認定した先住民の取水地点が伐採活動中に攪乱されないようにする。 
 
サラワク材の輸入手続き 
サラワク木材の合法性検証スキーム（STLVS）の実施に伴い、2019 年からサラワク産の木材は
MyTLAS スキームの下で合法的な供給源と見なされることになった。この結果前述のように、
MyTLAS の基準（Criterion）／検証表（verification tables）が 1 つ削除された。税関はサラワク
産材とサバ産材、半島マレーシア産材を分別しないので、マレーシア木材産業局（MTIB）が管理
するのが難しいというのもその理由の一つであるとのことであった（2022 年 MTIB ヒアリング）。
なおサラワクから半島マレーシアへの輸入は少量の合板で、ほとんど国内消費されているとのこ
とであった。 
 
MyTLAS の対象物品の拡大 
2021 年 10 月より、MyTLAS の対象が拡張され、パーティクルボードと繊維板も加えられた。こ
の結果、MyTLAS が対象とする品目は以下の通りとなった。また対象は永久林（PRF）、州有地、
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譲渡地（Alinated Land）で生産された天然木、植林木、ゴム廃材 14、また輸入された木材・木材
製品を含む。 
 HS4401 木質ペレット 
 HS4403 丸太 
 HS4406 枕木 
 HS4407 製材品 
 HS4408 単板 
 HS4409 モールディング 
 HS4410 パーティクルボード 
 HS4411 繊維板 
 HS4412 合板 
 HS4414 木製枠 
 HS4418 建具 
 HS9403/30/40/50/60/90 木質家具 

 
MyTLAS の監査 
MyTLAS の実施の監査のためのガイドラインとチェックリストが独立コンサルタントによって
作成された。このガイドラインとチェックリストは MyTLAS の遵守状況に関する第三者機関によ
る毎年の監査で活用されている。 
 
MyTLAS 全体およびその実施機関は毎年のように内部監査を行っているが、MyTALS の執行体
制に対する第三者監査が 2013 年に第 1 回、2021 年に第 2 回実施された（SIRIM が実施）。その
報告を基に各実施機関が是正措置を取っている。 
 
なお MyTLAS には個別の事業者の遵守状況に対する第三者監査制度は存在しない。 
 
EU 以外への MyTLAS 証書の発行 
2013 年の MyTLAS 導入以来、EU 向け木材・木材製品については MyTLAS 証書（Certificate）
を取得することが義務化されており、無料で発行されている。MyTLAS が導入された 2013 年 2
月から 2021 年 12 月までの約９年間で、94,758 通の MyTLAS 証書（付属資料２～５）が発行さ
れた。一方他国へは輸出ライセンス（Export Licence、付属資料１）のみで輸出がなされていた。 
 
しかし米国、韓国、インドネシアなど輸入材に関するデューデリジェンスを求める国々からの要
求があり、2022 年 1 月 1 日から、EU 以外の国向けの木材・木材製品についても、請求があれば
有料（1 枚 10 リンギット）で MyTLAS 証書を発行することに制度変更された。この結果日本の
事業者も半島マレーシアからの木材輸入の際に MyTLAS 証書を請求することが可能になった。な
お新しい MyTLAS の申請手順は 2020 年 3 月末にマレーシア木材産業局のウェッブサイトで公開
予定とのことであった。 
 
 

14 マレーシア国内で製造される家具の 8 割はゴム廃材で製造されるので重要とのことであった（2022 年 2 月 MTIB ヒアリン

グ） 
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４-４-２-３-３ 輸入ライセンス 
以前は丸太（HS コード 4403）、製材（4407）、合板（4412）についてのみ、マレーシア木材産業
局（MTIB）から輸入ライセンス（Import Licence）を取得することが求められていた。しかし 2021
年 10 月 1 日からパーティクルボード（4410）、繊維板（4411）についても輸入ライセンスが要求
されるようになった。これはマレーシア木材産業局（MTIB）の「パネル製品からのホルムアルデ
ヒト放出量に関する規則（Rules of Formaldehide Release Level from Panel - Based Products）」に
基づくもので、2022 年中葉から完全に執行される。 
 
2017 年から、輸入ライセンスを取得する際に輸入先の事業者からの合法性に関する書類の提出も
要求されるようになった。合法性の証拠として使用が可能な書類は、以下の 6 種類が指定されて
いる。 
 FLEGT ライセンス（現在はインドネシア材のみ） 
 森林認証（PEFC、MTCS 等） 
 自主的な合法性スキームの認証 
 関連する公認の機関／団体／協会が発行する合法性文書 
 権限ある第三者によって認められた自己宣言書 
 輸出国の税関申告書のコピー 
また 2008 年絶滅危惧種の国際取引に関する法律（International Trade in Endangered Species Act 
2008）15の第 3 条に記載されている絶滅危惧樹木種を輸入する場合は、輸出国からのワシントン
条約（CITES）輸出許可証も合法性の証拠書類として認められる。 
 
  

15 https://cites.org/sites/default/files/projects/NLP/Malaysia_wildllife_Act686-5_8_2014.pdf 
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４-４-３ 森林認証 
半島マレーシアでは現在、9 つの認証林がある。7 つは PEFC/MTCS 認証 16によるもので、半島
マレーシアの 11 州のうち、7 州の森林管理区（Forest Management Unit: FMU）が取得している
（表 4-4.3）。これらは全て永久林（PRF）である。各州の FMU のうち、クランタン州とジョホー
ル州の FMU は 2016 年に認証が停止され、クランタン州 FMU は現在でも認証を回復できていな
い 17が、ジョホール州 FMU は 2020 年 7 月 3 日に認証を回復した 18。なお半島マレーシアに人工
林管理区（Forest Plantation Management Unit: FPMU）の認証林は存在しない。また 2 つの認証
林は FSC 認証によるものである（表 4-4.4）。これらの認証林は森林管理計画（Forest Management 
Plan: FMP）を持ち、認証機関からの監査を受けている。 
 
また半島マレーシアでは、37 事業者が PEFC/MTCS CoC 認証を、197 事業者が FSC CoC 認証
を取得している。  
 
 
表 4-4. 3 半島マレーシアの PEFC/MTCS認証林 

森林管理区 認証の期限 面積 (ha) 
Johor FMU  2-Jul-2025  285,292.87   
Negeri Sembilan FMU 28-Dec-2023  155,548.68 
Pahang FMU 31-May-2024  1,504,407.35 
Perak FMU 31-May-2024  987,675.83 
Selangor FMU 31-May-2024  238,747.00 
Terengganu FMU 31-Mar-2024  540,308.80 
Kedah FMU 30-Sep-2026  314,976.00 
合計 4,053,956.53 
出典：MTCC< https://mtcc.com.my/certified-forests/> 
 
 
表 4-4. 4 半島マレーシアの FSC認証林 

事業者名 面積(ha) 
Kumpulan Pengurusan Kayu Kayan Terengganu Sdn. Bhd. (KPKKT) 124,071 
Asrama Raya Sdn Bhd 10,000 
出典：FSC<https://info.fsc.org/certificate.php#result>  
  

16 PEFC と相互承認を受けている MTCS（Malaysian Timber Certification Scheme）認証 

17 https://mtcc.com.my/suspension-of-forest-management-certificate-for-kelantan-state-fmu/ 

18 https://mtcc.com.my/johor-fmu-and-sapulut-fpmu-awarded-mtcs-certification/ 
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４-４-４ リスク情報 
４-４-４-１概要 
半島マレーシアの各州政府は違法伐採に関する取り締まりを強化している。2017 年、マレーシア
汚職防止委員会はトレンガヌ州で違法伐採の取り締まりに乗り出し、4 人を逮捕した 19。2021 年、
パハン州林業局は取締りを行い、2 件の違法伐採で計 59 本の丸太を押収した 20。クランタン州林
業局は、2015 年から 2020 年にかけて、州内の 37 の永久林のうち 15 で違法伐採が行われたと報
告した（2020 年だけで 27 件報告されている）21。2019 年には、ジョホール州の州議会議員が、
同州が違法伐採により「数億リンギット」の損失を被っているとの疑惑を表明した 22。2020 年に
発表された調査では、半島マレーシアにおける違法伐採の一因は「取締施設・設備の不足」とさ
れた 23。 
 
また社会的企業である NEPCon（現在の Prefered by Nature）は、半島マレーシアからの木材の
合法性に関するリスクについて、2017 年 8 月に報告書を出している 24。その報告書では以下のよ
うなリスクが指摘されている。 
 土地交付が不正に授与されている 
 慣習地が慣習地として公示されていないため、保有権紛争が発生している 
 コンセッションライセンスが不正に授与されている 
 譲渡地のゴムプランテーションからの木材が正しいライセンスを持っていない 
 
４-４-４-２ 先住民族の権利 
半島マレーシアのオラン・アスリ（先住民）に関連するいくつかの訴訟がある。著名な 3 つの事
件は、ペラ州とクランタン州のオラン・アスリの Temiar グループに関連するものである。2019
年、ペラ州の Kampung Cunex の人々は、自分たちの村の近くで伐採を止めるために伐採道路の
封鎖を行った。2020 年、ペラ州の Kampung Ong Jangking の村は、伐採の影響について裁判に訴
えた 25。2021 年、クランタン州の Kampung Kelaik の村人が伐採を止めるために裁判を起こした
26。これらの争議は MTCS/PEFC 認証林の中でも発生している。 

 

４-４-４-３ 労働者の権利 
前述の NEPCon の報告書では、半島マレーシアの木材産業において、労働者の権利が侵害されて
いるリスクが指摘されている。特に、安全衛生要件（保護具など）の違反、法定最低賃金より低
い賃金、基準以下の生活条件、長時間労働、保険未加入、不当解雇などにより移民労働者の権利
が侵害されるリスクが指摘されている。 
 
  

19 https://www.nst.com.my/news/crime-courts/2017/09/278894/four-arrested-macc-crackdown-illegal-logging 

20https://www.malaymail.com/news/malaysia/2021/02/13/report-pahang-forestry-dept-foils-illegal-logging-worth-rm400k-in-temerloh/1949396 

21 malaymail.com/news/malaysia/2020/12/07/illegal-logging-detected-in-16-kelantan-forest-reserves/1929666 

22https://www.thestar.com.my/metro/metro-news/2019/05/16/stop-the-logging/ 

23Journal of Nusantara Studies 2020, Vol 5(2) 86-102 https://ijafp.com/wp-content/uploads/2018/06/IJAFP6_13.pdf 

24https://preferredbynature.org/sites/default/files/library/2017-08/NEPCon-TIMBER-Malaysia-Peninsular-Risk-Assessment-EN-V1.1_0.pdf 

25 Elroi Yee, 'Logging has destroyed our land, say Orang Asli'.The Star (Malaysia), 14 December. <https://www.thestar.com.my/news/nation/2020/12/14/logging-has-destroyed-our-land-say-orang-asli>. 

26Suaram (2021), Human Rights Report Malaysia 2021 Overview, Petaling Jaya: Suara Inisiatif Sdn Bhd. <www.suaram.net>.  
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４-４-５ 木材・木材製品の生産と取引に関する状況 
４-４-５-１ 国内生産 
４-４-５-１-１ 丸太生産 
2020 年の半島マレーシアの丸太生産量は 222 万 m3 で、2016 年の 445 万 m3 から 50%減少した
（表 4-4.5）。森林面積が広い Kelantan、Pahang、Perak、Terengganu の 4 州で半島全体の木材生
産量の 92%を占めた（図 4-4.1）。 
 
 
表 4-4. 5 半島マレーシアの丸太生産量 
 2016 2017 2018 2019 2020 
生産量(m³)  4,450,784  3,809,185 4,191,245  3,913,306  2,222,503 
出典：半島マレーシア林業局. 林業統計 2019年 
 
 
図 4-4. 1 2020年半島マレーシアの州別の丸太生産量（m3） 

出典：FDPM. Forestry Statistics Peninsular Malaysia Book 2020 
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土地利用カテゴリーごとに伐採ライセンスが発行された森林面積をみると、2019 年は永久林が
76%を占めたが、州有地も 11%、譲渡地も 13%を占めた（表 4-4.6）。また天然木丸太生産量で見
ると、2019 年は 85%が永久林から生産されたが、州有地からも 7%、譲渡地からも 8%生産され
た（表 4-4.8）。 
 
また州別の伐採ライセンス発行面積では Pahang 州（2019 年の発行面積の 41%）、Kelantan 州
（28％）が大部分を占めた（表 4-4.7）。Pahang 州では天然林永久林での発行面積が 34%を占め、
次いで人工林、州有地からの生産量が多かった。Kelantan 州では人工林が 70%を占め、譲渡地が
続いた。2019 年の天然木丸太生産量では Pahang 州が 43%、Kelantan 州が 30%を占めた。 
 
 
表 4-4. 6 土地カテゴリーごとの伐採ライセンスが発行された森林面積（ha） 

年 永久林（PRF） 州有地 譲渡地 合計 天然林 人工林 その他※ 合計 
2016 36,572 28,831 3,784 69,187 15,061 10,683 94,931 
2017 35,263 19,938 9,325 64,526 10,627 4,206 79,359 
2018 34,833 31,783 3,262 69,878 23,821 12,902 106,601 
2019 30,444 21,399 3,660 55,503 8,125 9,555 73,183 
※ダム、高圧送電線、ティンバーラテックスクローン（TLC）、鉱業、採石場、ハーバルパーク、
植物園、エコツーリズムなどの開発 
出典：半島マレーシア林業省 2019年林業統計 
 
 
表 4-4. 7  2019年に伐採ライセンスが発行された土地カテゴリーごとの州別の森林面積（ha） 

州 永久林（PRF） 州有地 譲渡地 合計 天然林 人工林 その他※ 合計 
Johor  1,036 - - 1,036 119 373 1,528 
Kedah 1,458 311 - 1,769 - 43 1,182 
Kelantan 1,858 12,336 - 14,194 257 5,745 20,196 
Melaka - - - - - 326 326 
Negeri Sembilan 1385 - - 1385 - 234 1,619 
Pahang 10,314 8,752 2,464 21,530 7,123 1,590 30,243 
Perak 8,058 - - 8,058 395 385 8,838 
Perlis  - - 136 136 - 15 151 
Pulau Pinang - - - - - - - 
Selangor - - 580 580 89 2 671 
Terengganu 6,335 - 480 6,815 142 842 7,799 
WPKL - - - - - - - 
合計 30,444 21,399 3,660 55,503 8,125 9,555 73,183 
※ダム、高圧送電線、ティンバーラテックスクローン（TLC）、鉱業、採石場、ハーバルパーク、
植物園、エコツーリズムなどの開発 
出典：半島マレーシア林業省 2019年林業統計 
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表 4-4. 8 伐採ライセンスが発行された土地カテゴリーごとの州別の天然木丸太生産量（m3） 
州 土地カテゴリー 2016 2017 2018 2019 

Johor 

PRF 46,790 32,664 48,821 32,576 
SLF 293 1,851 251 2,431 
AL 389 224 42 - 
合計 47,472 34,739 49,114 35,007 

Kedah 

PRF 431,855 424,905 230,774 156,743 
SLF 56 - - - 
AL 25,880 24,350 22,194 5,475 
合計 457,791 449,255 252,968 162,218 

Kelantan 

PRF 664,145 629,179 769,480 983,308 
SLF 14,299 2,119 6,877 11,446 
AL 152,123 39,111 139,724 186,457 
合計 830,567 670,409 916,081 1,181,211 

Melaka 

PRF 2,508 99 21 - 
SLF - - - - 
AL - - 64 28 
合計 2,508 99 85 28 

Negeri Sembilan 

PRF 41,604 53,107 40,099 41,807 
SLF 1,415 - 51 - 
AL 771 701 839 768 
合計 43,790 53,808 40,989 42,575 

Pahang 

PRF 1,656,772 1,477,820 1,505,506 1,360,384 
SLF 566,791 317,099 241,597 243,451 
AL 47,085 17,304 40,509 73,199 
合計 2,270,648 1,812,223 1,787,612 1,677,034 

Perak 

PRF 368,733 323,635 393,492 409,832 
SLF 152,624 77,446 39,895 921 
AL 8,263 3,431 4,100 7,179 
合計 529,620 404,512 437,487 417,932 

Perlis 

PRF - - 82 - 
SLF - - 5 - 
AL 496 19 - 211 
合計 496 19 87 211 

Pulau Pinang 

PRF - - - - 
SLF - - - - 
AL - - - - 
合計 - - - - 

Selangor 

PRF 3,640 3,577 28,978 853 
SLF - - - - 
AL 646 - - - 
合計 4,286 3,577 28,978 853 

Terengganu 
PRF 212,015 299,902 514,830 353,636 
SLF 4,908 20,878 28,483 16,032 
AL 46,683 59,764 134,531 26,569 
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合計 263,606 380,544 677,844 396,237 

合計 

PRF 3,428,062 3,244,888 3,532,083 3,339,139 
SLF 740,386 419,393 317,159 274,281 
AL 282,336 144,904 342,003 299,886 
合計 4,450,784 3,809,185 4,191,245 3,912,306 

※ PRF：永久林、SLF：州有林、AL：譲渡地 
出典：半島マレーシア林業省 2019年林業統計 
 
 
４-４-５-１-２ 木材製品生産 
半島マレーシアの主な木材製品は製材品である（表 4-4.9）。次いで合板、モールディングが多い。
2020 年の製材品生産量は 178 万 m3 であった。2016 年には 248 万 m3 であったが、28%減少した。 
 
表 4-4. 9 主要木材製品生産量（m3） 
製品 2016 2017 2018 2019 2020 
製材品  2,484,569 2,446,411   2,714,200  2,666,296 1,776,543 
合板  364,247 439,698 441,355 365,298 285,661 
単板 93,854 142,692  135,115  93,876  80,484 
モールディング 71,900 86,264  84,443  191,612  163,692 
出典：半島マレーシア林業省 2019年林業統計 
 
 
４-４-５-１-３ 製造事業者数 
2020 年の時点で半島マレーシアの木材製品工場数で最も多いのは製材工場であった（表 4-4.10）。
2016 年時点では家具／木工／大工・建具の工場が多かったが、2020 年までに約半減した。 
 
表 4-4. 10  主要な木材製品工場数 
 2016 2017 2018 2019 2020 
製材 652 661 633 634 643 
合板・単板 46 52 45 53 53 
モールディング 105 106 101 99 105 
家具／木工／大工・建具 1,060 1,685 528 690 560 
ブロックボード 1 35 15 17 11 
チップボード・パーティクルボード 8 37 34 35 31 
中密度ファイバーボード（MDF） 1 49 48 47 44 
出典：半島マレーシア林業省年次報告 
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４-４-５-１-４ 雇用者数 
半島マレーシアの林業・木材産業における直接雇用者数は、2016 年～2020 年の間に顕著な変動
はなかった（表 4-4.11）。 
 
表 4-4. 11 半島マレーシアの林業・木材産業における直接雇用者数 

 2016 2017 2018 2019 2020 
森林伐採 7,524 6,417 7,031 n/a n/a 
製材所 15,618 16,252 16,296 16,147 14,598 
合板/単板 5,325 5,129 5,156 4,629 4,178 
モールディング 2,463 2,754 2,108 2,493 2,292 
公共サービス 5,028 5,130 4,531 n/a n/a 
出典：半島マレーシア林業省年次報告 
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４-４-５-２ 木材貿易 
４-４-５-２-１ 輸入 
半島マレーシアの最も輸入量が多い木材製品は合板で（表 4-4.12）、2019 年にはインドネシア、
ベトナム、中国が主な輸入先であった（表 4-4.13）。次いで製材品が多く、米国、ニュージーラン
ド、ブラジルが主な輸入先であった。 
 
 
表 4-4. 12 主要な木材・木材製品輸入量 

 2016 2017 2018 2019 2020 
丸太(m³) 14,392 10,074 6,081 9,746 10,547 
製材品(m³) 227,784 296,393 375,085 528,946 375,343 
合板(m³) 1,002,881 590,196 884,055 774,026 823,430 
単板(m³) 103,478 111,827 98,408 201,462 103,052 
モールディング（m³) 46,118 68,681 97,680 107,433 67,123 
パーティクルボード (RM '000)  294,093 358,722 258,850 247,827 348,161 
繊維板(RM '000) 112,903 136,451 142,024 145,123 235,981 
出典：半島マレーシア林業省 2019年林業統計 
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表 4-4. 13 2019年輸入国先別の主要木材製品輸入量（m3） 

輸入先 丸太 製材品 合板 単板 モールディング チップボード／
パーティクルボード 繊維板 

インドネシア 3,694 29,382 375,413 206 3,480 - 13,302 
ミャンマー - 1,339 - - 1,082 - - 
シンガポール 112 885 487 85 51 1,507 147 
タイ - 11,930 4,600 - 4,680 424,789 122,646 
ベトナム - 520 205,364 2,054 1,270 1,640 1,363 
中国 396 5,371 185,094 75,466 92,588 14,989 118,230 
日本 247 22 67 4 - - 105 
台湾 96 86 26 672 - 312 1,233 
フィンランド - 12,538 - 7,161 2 - - 
フランス - 7,400 - 32 66 1,025 224 
ドイツ 845 10,813 350 1,281 187 881 - 
イギリス - 16,250 3 302 - 1,481 324 
ロシア - 5,228 656 - - - - 
ウクライナ - 9,482 2 1,871 76 - - 
ブラジル - 81,337 220 6,266 2,354 - 7 
チリ - 8,884 - - 172 - - 
米国 3,290 99,106 160 58,399 3 - - 
NZ - 80,821 198 5,186 48 - 5,744 
出典：半島マレーシア林業省 2019年林業統計 

165



４-４-５-２-２ 輸出
半島マレーシアの最大の輸出品は製材品である。2020 年の輸出量は 99 万 m3（表 4-4.14）で、生
産された製材品の 56%が海外へ輸出された。2019 年はタイ、中国、インドが主な輸出先であった
（表 4-4.15）。新型コロナウイルスの影響で 2020 年の輸出量は減少した。また合板は米国、イギ
リスが最大の輸出先であり、日本は 3 位となっている。日本はチップボード／パーティクルボー
ドについては最大の輸出先である。

表 4-4. 14 主要な木材・木材製品輸出量(m³) 
製品 2016 2017 2018 2019 2020 

丸太 3,994 0 0 0 0 
製材品 1,254,920 1,491,764 1,411,052 1,370,806 994,844 
合板 289,352 288,094 304,217 302,395 313,995 
単板 15,057 36,782 32,325 22,896 16,381 
モールディング 209,670 208,230 212,060 211,577 166,550 
パーティクルボード 492,382 512,682 621,841 747,824 324,535 
繊維板 864,157 744,985 775,503 596,978 298,316 
出典：半島マレーシア林業省 2019年林業統計 
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表 4-4. 15 2019年の主要な木材製品輸出先別輸出量(m³) 

輸出先 製材品 合板 単板 モールディング チップボード／ 
パーティクルボード 繊維板 

インドネシア 2,476 - - 604 29,044 28,741 
フィリピン 83,491 316 135 129 34,775 13,130 
シンガポール 85,369 19,162 70 11,119 3,100 1,178 
タイ 222,700 11,881 - 1,632 7,752 3,784 
ベトナム 20,905 129 11 8,420 60,880 45,653 
中国 234,219 698 13,863 2,212 170,123 5,312 
インド 181,136 1,918 4,373 3,340 38,292 51,890 
日本 36,613 28,467 86 14,297 298,427 4,456 
韓国 17,329 568 100 11,048 73,678 1,564 
台湾 12,273 10,906 1,042 826 438 3,163 
UAE 70,606 4,150 - 368 4,846 115,535 
フランス 7,919 152 - 11,158 - 18 
ドイツ 10,244 83 159 7,573 140 2 
イタリア 4,647 329 95 194 - 2 
オランダ  35,968 1,008 22 48,332 - - 
イギリス 15,747 52,585 138 6,346 259 2,670 
トルコ 569 - - 193 2,288 110 
南アフリカ 37,487 1,686 363 2,297 168 7,373 
カナダ 3,193 1,726 146 98 432 5,530 
米国 18,002 79,713 520 27,501 156 27,920 
オーストラリア 7,045 19,402 1,042 37,264 2,837 30,188 
NZ 198 486 - 190 175 1,007 
出典：半島マレーシア林業省 2019年林業統計 
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４-４-６ 付属資料 
付属資料１ 輸出ライセンス 
マレーシア木材産業局（MTIB）が発行 
木材・木材製品の輸出に必須 
 
  

輸出事業者名、住所 

輸入事業者名、住所 

商品の内容： 
モールディング 

輸出日 

商品の量 

輸出ライセンス番号 
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付属資料２ マレーシア木材合法性保証システム（MyTLAS）証書。輸入事業者用原紙 

EU への輸出以外はこの証書の取得は任意である 
 
 

MyTLAS認証番号 

認証事業者名、住所 

商品の内容： 
木製フレーム 

樹種名 

伐採国 

量、個数 

相手先国名 
輸入事業者名、住所 

169



付属資料３ マレーシア木材合法性保証システム（MyTLAS）証書。証明を受けたマレーシアの
事業者用写し 
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付属資料４ マレーシア木材合法性保証システム（MyTLAS）証書。輸出先国の税関提出用写し 
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付属資料５ 木材合法性保証システム（MyTLAS）証書。マレーシア木材産業局（MTIB）用写し 
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